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   第58条 後期課程及び独立後期課程の入学資格 

   第59条 医学研究科の博士課程の入学資格 

   第60条 医学研究科の博士課程への早期入学 

   第61条 進 学 

   第62条 入学者選抜 

 第２節  修業年限，教育方法，修了要件等 

   第63条 標準修業年限 

   第64条 教育方法等 

   第65条 他大学大学院等の研究指導 

   第66条 研究指導のための留学 

   第67条 修士課程及び前期課程の修了要件 

   第68条 博士課程の修了要件 

   第69条 専門職学位課程の修了要件 

   第70条 学位論文及び最終試験 

   第71条 修士及び博士の学位並びに専門職学位の授与 

 第３節  準 用 規 定 

   第72条 準 用 規 定 

   第73条 履修科目の登録の上限 

   第74条 他大学大学院の授業科目の履修 

   第75条 入学前の既修得単位の認定 

   第76条 留 学 

   第77条 休 学 

 

第４章  学位プログラム 

 第77条２ 学位プログラム   

 

第５章 特別聴講学生，特別研究学生，科目等履修生，聴講生， 

    研究生，専攻生及び外国人特別学生 
   第78条 特別聴講学生 

   第79条 特別研究学生 

   第80条 科目等履修生 

   第81条 聴講生，研究生及び専攻生 

   第82条 授業料の納期 

   第83条 外国人特別学生 

 

第６章 授業料，入学料及び検定料の額 
   第84条 授業料，入学料及び検定料の額 

   第84条の２ 授業料等の不徴収 
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 (3) 外国において，前２号と同程度の課程を修了した者 

 (4) 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を

満たすものに限る。）を修了した者（第10条各号のいずれかに該当する者に限る。） 

 （転 入 学） 

第14条 他の大学に現に在学する者で，本学に転入学を志望する者があるときは，第10条の規定に

かかわらず，学期の初めにおいて，教授会の議を経て，入学を許可することがある。 

 （再 入 学） 

第15条 本学を第45条の規定により中途退学した者又は除籍された者で，再び同一の学部に入学を

志望する者があるときは，第10条の規定にかかわらず，学期の初めにおいて，教授会の議を経て，

入学を許可することがある。 

 （入学志願） 

第16条 入学を志願する者は，所定の日までに，検定料を納付したうえ，入学願書，検定料払込証

明書及び別に指定する書類を提出しなければならない。 

２ 既納の検定料は，還付しない。ただし，次の各号のいずれかに該当するときは，当該額に相当

する額を還付するものとする。 

 (1) 学部の入学試験において出願書類等により第一段階目の選抜を行い，その合格者に限り学力

検査その他により第二段階目の選抜を行う場合において，第一段階目の選抜で不合格となった

者が第二段階目の選抜に係る額の返還を申し出たとき。 

 (2) 学部の入学試験において入学の出願を受理した後に本学が大学入試センター試験において受

験することを課した教科・科目を受験していないことにより，出願の資格がないことが判明し

た者が第二段階目の選抜に係る額の返還を申し出たとき。 

 (3) 検定料を納付した者が，所定の日までに入学願書を提出しなかった場合において，返還を申

し出たとき。 

 (4) 検定料を納付し，入学願書を提出した者が，受験を認められなかった場合において，返還を

申し出たとき。 

 （入学者選抜） 

第16条の２ 入学者の選抜は，公正かつ妥当な方法により，適切な体制を整えて行うものとする。 

 （入学手続） 

第17条 入学試験に合格した者は，所定の期日までに，入学料を添えて入学手続を行わなければな

らない。 

２ 既納の入学料は，還付しない。 

 （入学料の免除） 

第18条 入学料の納付が困難な者に対しては，本人の申請により入学料の全額又は半額を免除する

ことがある。 

２ 入学料の免除の取扱いについては，別に定める。 

 （入学料の徴収猶予等） 

第19条 入学料の納付期限までに納付が困難な者に対しては，本人の申請により入学料の徴収を猶

予することがある。 
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 （転 学 科） 

第39条 転学科に関することは，学部規則で定める。 

   第３節  留学及び休学 

 （留  学） 

第40条 第34条第１項の規定に基づき，外国の大学又は短期大学に留学しようとする者は，所属学

部長の許可を受けなければならない。 

２ 前項の許可を受けて留学した期間は，第22条の修業年限に算入するものとする。 

 （休学の許可） 

第41条 学生が，疾病その他の理由により，３か月以上修学を休止しようとするときは，所属学部

長の許可を得て休学することができる。 

２ 前項の休学期間は，１年以内とする。ただし，特別の理由があると認めるときは，学部長は，

更に１年を超えない範囲内において休学期間の延長を認めることができる。当該延長に係る期間

が満了した場合において，これを更に延長しようとするときも，同様とする。 

第 41 条の 2 前条の規定にかかわらず，医学部医学科の学生であって，第 60 条第 1 項の規定によ

り医学研究科博士課程に早期入学するときは，医学部長の許可を得て，休学することができる。 

２ 前項の休学期間は，4 年以内とする。ただし，特別の理由があると認めるときは，医学部長は，

更に 1 年を超えない範囲内において休学期間の延長を認めることができる。当該延長に係る期

間が満了した場合において，これを更に延長しようとするときも，同様とする。 

 （休学の解除） 

第42条 前条の休学期間中にその理由が消滅したときは，所属学部長の許可を得て，復学すること

ができる。 

 （休学の命令） 

第43条 学生で，疾病により３か月以上修学を休止させることが適当と認められる者があるときは，

学部長の申請により，学長が休学を命ずる。 

 （休学期間の取扱い） 

第44条 休学の期間は，通算して３年を超えることはできない。ただし，第41条の2に規定する学

生の休学期間の通算については，8年を限度として，医学部において別に定める。 

２ 休学期間は，在学年数に算入しない。 

   第４節  退学及び除籍 

 （退  学） 

第45条 学生が，退学しようとするときは，その理由を具し，所属学部長に願い出て許可を受けな

ければならない。 

 （疾病等による除籍） 

第46条 学生が，疾病その他の理由により，成業の見込みがないと認められるときは，学部長の申

請により，学長がこれを除籍する。 

 （入学料等未納による除籍） 

第47条 学生が次の各号のいずれかに該当するときは，学部長がこれを除籍する。 

 (1) 第18条又は第19条の規定により入学料の免除又は徴収猶予を申請した者で，免除若しくは徴
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る。）を修了した者 

 (4) 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程

（最終の課程は，医学，歯学，薬学又は獣医学）を修了したとされるものに限る。）を有する

ものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣

が別に指定するものの当該課程を修了した者 

２ 前項に関して必要な事項は，関係の研究科規則で定める。 

 （進  学） 

第61条 本学大学院の修士課程，前期課程又は専門職学位課程を修了し，引き続き後期課程又は医

学研究科の博士課程に進学を志望する者については，当該研究科の定めるところにより，選考の

上，進学を許可する。 

 （入学者選抜） 

第62条 大学院の入学者の選抜は，公正かつ妥当な方法により，適切な体制を整えて行うものとす

る。 

２ 大学院の入学志願者に対する選考方法は，各研究科において別に定める。 

   第２節  修業年限，教育方法，修了要件等 

 （標準修業年限） 

第63条 修士課程の標準修業年限は，２年とする。 

２ 前項の規定にかかわらず，修士課程においては，主として実務の経験を有する者に対して教育

を行う場合であって，教育研究上の必要があり，かつ，昼間と併せて夜間その他特定の時間又は

時期において授業又は研究指導を行う等の適切な方法により教育上支障を生じないときは，各研

究科の定めるところにより，専攻又は学生の履修上の区分に応じ，標準修業年限を１年以上２年

未満の期間とすることができる。 

３ 前項に規定する修士課程を置く研究科，専攻又は学生の履修上の区分及びその標準修業年限は，

次のとおりとする。 

   人間発達環境学研究科  人間発達専攻（１年履修コース）１年 

４ 人文学研究科，国際文化学研究科，人間発達環境学研究科，法学研究科，経済学研究科，経営

学研究科，理学研究科，保健学研究科，工学研究科，システム情報学研究科，農学研究科，海事

科学研究科及び国際協力研究科の博士課程の標準修業年限は，前期課程２年，後期課程３年の５

年とする。 

５ 医学研究科の博士課程の標準修業年限は，４年とする。 

６ 経営学研究科現代経営学専攻の専門職学位課程の標準修業年限は，２年とする。ただし，教育

研究上の必要があると認められるときは，研究科の定めるところにより，学生の履修上の区分に

応じ，標準修業年限を１年以上２年未満の期間とすることができる。 

７ 法学研究科実務法律専攻の専門職学位課程（以下「法科大学院」という。）の標準修業年限は，

３年とする。 
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（教育課程） 

第 63 条の 2 大学院（専門職大学院を除く。）は，本学，研究科及び専攻の教育上の目的を達成

するために必要な授業科目を自ら開設するとともに学位論文の作成等に対する指導（以下「研

究指導」という。）の計画を策定し，体系的に教育課程を編成するものとする。 

２ 専門職大学院は，その教育上の目的を達成するために専攻分野に応じ必要な授業科目を自ら

開設し，体系的に教育課程を編成するものとする。 

 

 （教育方法等） 

第64条 大学院の教育は，授業科目の授業及び研究指導によって行うものとする。 

２ 専門職大学院においては，その目的を達成し得る実践的な教育を行うよう専攻分野に応じ事例

研究，現地調査，双方向又は多方向に行われる討論又は質疑応答その他の適切な方法により授業

を行うものとする。 

３ 研究科において教育上特別の必要があると認められる場合には，夜間その他特定の時間又は時

期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行うことができる。 

４ 各研究科における授業科目，その単位数及び研究指導並びにそれらの履修方法については，当

該研究科規則で定める。 

 （他大学大学院等の研究指導） 

第65条 教育上有益と認めるときは，他大学（外国の大学を含む。）の大学院又は研究所等（外国

の研究機関を含む。）との協定に基づき，学生に当該大学の大学院又は当該研究所等において必

要な研究指導を受けさせることがある。ただし，修士課程及び前期課程の学生については，当該

研究指導を受けさせる期間は，１年を超えないものとする。 

 （研究指導ための留学） 

第66条 前条の規定に基づき，外国の大学又は研究機関に留学しようとする者は，所属研究科長の

許可を受けなければならない。 

２ 前項の許可を受けて留学した期間は，第63条の標準修業年限に算入する。 

 （修士課程及び前期課程の修了要件） 

第67条 修士課程及び前期課程の修了要件は，当該課程に２年（人間発達環境学研究科人間発達専

攻（1年履修コース）にあっては，1年）以上在学し，所定の単位を修得し，かつ，必要な研究指

導を受けた上，当該課程の目的に応じ修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び

最終試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者について

は，当該課程に１年以上在学すれば足りるものとする。 

 （博士課程の修了要件） 

第68条 博士課程（医学研究科の博士課程を除く。）の修了要件は，後期課程に３年以上在学し，

所定の単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格す

ることとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，当該課程

に１年（２年未満の在学期間をもって修士課程又は前期課程を修了した者にあっては，当該在学

期間を含めて３年）以上在学すれば足りるものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず，施行規則第156条の規定により大学院への入学資格に関し修士の学
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位若しくは専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者又は専門職学位課程を

修了した者が，博士課程の後期３年の課程に入学した場合の博士課程の修了の要件は，大学院

（専門職大学院を除く。以下この項において同じ。）に３年（専門職大学院設置基準第18条第１

項の法科大学院の課程を修了した者にあっては，２年）以上在学し，必要な研究指導を受けた上，

当該大学院の行う博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，

優れた研究業績を上げた者については，大学院に１年（標準修業年限が１年以上２年未満の専門

職学位課程を修了した者にあっては，３年から当該１年以上２年未満の期間を減じた期間）以上

在学すれば足りるものとする。 

３ 医学研究科の博士課程の修了要件は，当該課程に４年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ，

必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし，在学

期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，当該課程に３年以上在学すれば足りる

ものとする。 

 （専門職学位課程の修了要件） 

第69条 専門職学位課程（法科大学院を除く。以下この条において同じ。）の修了要件は，当該課

程に２年（２年以外の標準修業年限を定める研究科，専攻又は学生の履修上の区分にあっては，

当該標準修業年限）以上在学し，所定の単位を修得することとする。 

２ 専門職学位課程の在学期間に関しては，第75条の規定により認定された入学前の既修得単位

（法第102条第１項の規定により入学資格を有した後，修得したものに限る。）を，当該単位数，

その修得に要した期間その他を勘案して当該課程の標準修業年限の２分の１を超えない範囲で研

究科が定める期間在学したものとみなすことができる。ただし，この場合においても，当該課程

に少なくとも１年以上在学するものとする。 

３ 法科大学院の修了要件は，当該課程に３年以上在学し，所定の単位を修得することとする。 

４ 法科大学院の在学期間については，第75条の規定により認定された入学前の既修得単位（法第

102条第１項の規定により入学資格を有した後，修得したものに限る。）を，当該単位数，その

修得に要した期間その他を勘案して１年を超えない範囲で研究科が定める期間在学したものとみ

なすことができる。 

５ 法科大学院は，法学の基礎的な学識を有すると認める者に関しては，第３項に規定する在学期 

間については，前項の規定により在学したものとみなす期間と合わせて１年を超えない範囲で研 

究科が認める期間在学したものと，第３項に規定する単位については，第74条及び第75条の規定 

により修得したものとみなす単位数と合わせて30単位を超えない範囲で研究科が認める単位を修 

得したものとみなすことができる。ただし，93単位を超える単位の修得を修了要件とする場合は， 

その超える部分の単位数に限り，研究科が認める範囲で，30単位を超えてみなすことができる。 

 

 （学位論文及び最終試験） 

第70条 学位論文及び最終試験に関することは，学位規程に定めるところによる。 

 （修士及び博士の学位並びに専門職学位の授与） 

第71条 各研究科において，所定の課程を修了した者に対しては，その課程に応じて修士若しくは 
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博士の学位又は専門職学位を授与する。 

２ 前項の学位に関することは，学位規程に定めるところによる。 

   第３節  準 用 規 定 

 （準用規定） 

第72条 第12条(入学期)，第14条(転入学)，第15条(再入学)，第16条(入学志願)，第17条(入学手

続)，第18条(入学料の免除)(第２項を除く。)，第19条(入学料の徴収猶予等)，第20条(死亡等に

よる入学料の免除)，第21条(宣誓)，第22条(修業年限)(第１項，第２項及び第３項を除く。)，

第24条(在学年限)，第27条(授業の方法)，第31条(単位の授与)，第32条(単位の基準)(第２項及

び第３項を除く。)，第33条(他学部の授業科目の履修)，第38条(転学部)，第39条(転学科)，第

45条(退学)，第46条(疾病等による除籍)，第47条(入学料等未納による除籍)，第50条から第54条

まで(授業料)，第55条(表彰)及び第55条の２(懲戒)の規定は，大学院に準用する。ただし，第24

条を準用する場合において，医学研究科の博士課程以外の博士課程にあっては，標準修業年限を

前期課程と後期課程に分ける。 

 （履修科目の登録の上限） 

第73条 専門職大学院学生の履修科目の登録の上限に関しては，第29条第１項を準用する。この場

合において，「学部規則」とあるのは「研究科規則」と読み替えるものとする。 

（成績評価基準） 

第73条の２ 大学院（専門職大学院を除く。）の成績評価基準に関しては，第30条を準用する。こ

の場合において，「各学部」とあるのは「各研究科」と，「授業の方法及び計画」とあるのは

「授業及び研究指導の方法及び計画」と読み替えるものとする。 

２ 専門職大学院の成績評価基準に関しては，第30条を準用する。この場合において，「各学部」

とあるのは「専門職大学院」と読み替えるものとする。 

 （他大学大学院の授業科目の履修） 

第74条 大学院学生の他大学（外国の大学を含む。）の大学院の授業科目の履修に関しては，第34

条を準用する。この場合において，同条第２項中「60単位」とあるのは，「10単位（ただし，専

門職大学院学生（法科大学院学生を除く。）にあっては15単位，法科大学院学生にあっては30単

位）」と，同条第3項中「及び外国の」とあるのは「，外国の」と，「当該教育課程における授

業科目を我が国において」とあるのは「当該教育課程における授業科目を我が国において履修さ

せる場合及び国際連合大学の教育課程における授業科目を」と，同条第4項中「学部規則」とあ

るのは「研究科規則」と読み替えるものとする。 

 （休学期間中に外国の大学の大学院において履修した授業科目の単位の取扱い） 

第74条の２ 大学院学生が休学期間中に外国の大学において履修した授業科目について修得した単

位に関しては，第34条の２を準用する。この場合において，同条第１項中「外国の大学又は短期

大学」とあるのは「外国の大学の大学院」と，同条第２項中「60単位」とあるのは，「10単位

(ただし，専門職大学院学生(法科大学院学生を除く。)にあっては15単位，法科大学院学生にあ

っては30単位)」と，同条第３項中「学部規則」とあるのは「研究科規則」と読み替えるものと

する。 

 （入学前の既修得単位の認定） 
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第75条 大学院学生の入学前の既修得単位の認定に関しては，第36条（第２項を除く。）を準用す

る。この場合において，同条第１項中「大学又は短期大学」とあるのは「大学院」と，同条第３

項中「第34条第２項，第34条の２第１項及び前条第１項により本学において修得したものとみな

し，又は与えることのできる単位数と合わせて60単位」とあるのは，「10単位（ただし，専門職

大学院学生（法科大学院学生を除く。）にあっては第74条及び第74条の2の規定により本学にお

いて修得したものとみなす単位数と合わせて15単位，法科大学院学生にあっては第74条及び第74

条の2の規定により本学において修得したものとみなす単位数と合わせて30単位）」と，同条第

４項中「学部規則」とあるのは「研究科規則」と読み替えるものとする。 

 （留  学） 

第76条 大学院学生の外国の大学への留学に関しては，第40条を準用する。この場合において，同

条第１項中「第34条第１項」とあるのは「第74条」と，「所属学部長」とあるのは「所属研究科

長」と，同条第２項中「第22条」とあるのは「第63条」と読み替えるものとする。 

 （休  学） 

第77条 大学院学生の休学に関しては，第41条第１項，第42条，第43条及び第44条第２項を準用す

るほか，各研究科規則で定める。 

 

第４章  学位プログラム 

（学位プログラム） 

第 77 条の２ 各学部及び各研究科において編成する教育課程のほか，明確な人材養成目的に基づ

き，学部又は研究科の枠を超えた組織的な指導体制で展開される体系性・一貫性ある教育を実

施するため，学位の取得を目的とする学位プログラムを置くことができる。 

２ 前項に規定する学位プログラムは，次のとおりとする。                 

EU エキスパート人材養成プログラム 

３ 学位プログラムの実施に関し必要な事項は，別に定める。 

 

第５章 特別聴講学生，特別研究学生，科目等履修生，聴講生，研究生， 

    専攻生及び外国人特別学生 

 （特別聴講学生） 

第78条 他の大学，短期大学（外国の大学又は短期大学を含む。）又は高等専門学校との協定に基

づき，当該大学（大学院を含む。），短期大学又は高等専門学校の学生で，本学の授業科目を履

修しようとする者があるときは，特別聴講学生として許可することがある。 

２ 特別聴講学生については，協定に定めるもののほか，関係の学部規則及び研究科規則で定める。 

 （特別研究学生） 

第79条 他大学（外国の大学を含む。）の大学院との協定に基づき，当該大学院の学生で，本学に

おいて研究指導を受けようとする者があるときは，特別研究学生として許可することがある。 

２ 特別研究学生については，協定に定めるもののほか，関係の研究科規則で定める。 

 （科目等履修生） 

第80条 本学が開設する１又は複数の授業科目を履修しようとする者があるときは，科目等履修生
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として許可することがある。 

２ 科目等履修生に対しては，単位を与えることができる。 

３ 科目等履修生については，関係の学部規則及び研究科規則で定める。 

 （聴講生，研究生及び専攻生） 

第81条 本学が開設する１又は複数の授業科目を聴講しようとする者があるときは，聴講生として

許可することがある。 

２ 特定の事項について研究しようとする者があるときは，研究生として許可することがある。 

３ 本学学部卒業者で，特定の専門事項について攻究しようとする者があるときは，専攻生として

許可することがある。 

４ 聴講生，研究生及び専攻生については，それぞれ関係の学部規則，研究科規則及び専攻生規則

で定める。 

 （授業料の納期） 

第82条 特別聴講学生，特別研究学生，科目等履修生，聴講生，研究生及び専攻生の授業料につい

ては，それぞれの在学予定期間に応じ，３か月分又は６か月分に相当する額を当該期間における

当初の月に納付するものとし，在学予定期間が３か月未満又は６か月未満であるときは，その期

間分に相当する額を当該期間における当初の月に納付しなければならない。 

 （外国人特別学生） 

第83条 外国人で，第10条，第56条，第58条又は第59条の規定によらないで，外国人特別学生とし

て本学の学部又は大学院に入学を志願する者があるときは，教授会の議を経て許可する。 

２ 前項の学生で，学部又は大学院の課程を修了した者には，第49条又は第71条に定める学位を授

与する。 

 

 

第６章 授業料，入学料及び検定料の額 

 （授業料，入学料及び検定料の額） 

第84条 本学の授業料，入学料及び検定料（以下「授業料等」という。）の額は，神戸大学におけ

る授業料，入学料，検定料及び寄宿料の額に関する規程（平成16年４月１日制定）に定められた

額とする。 

 （授業料等の不徴収） 

第84条の２ 国費外国人留学生制度実施要項（昭和29年３月31日文部大臣裁定）に基づく国費外国

人留学生の授業料等については，前条の規定にかかわらず，不徴収とする。 

２ 特別聴講学生及び特別研究学生の授業料等については，第82条及び前条の規定にかかわらず，

第78条第１項又は第79条第１項の協定に基づき，不徴収とすることができる。 

３ 科目等履修生のうち，教育公務員特例法（昭和24年法律第1号）第22条第2項又は第3項の規定

に基づき本学に派遣された教育職員（以下「現職教育職員」という。）の入学料及び検定料につ

いては，第82条及び前条の規定にかかわらず，不徴収とすることができる。 

４ 聴講生及び研究生のうち，現職教育職員の授業料等については，第82条及び前条の規定にかか

わらず，不徴収とすることができる。 
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５ 学長の承認に基づき現職のままで科目等履修生，聴講生又は研究生として入学した本学の附属

学校教員の授業料等は，不徴収とする。 

６ 外国人特別学生の授業料等については，学長が認めたときは，前条の規定にかかわらず，不徴

収とすることができる。 

 

 

第７章 教育職員免許状 

 （教員の免許状授与の所要資格の取得） 

第85条 教員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者は，教育職員免許法（昭和24年法律第

147号）及び教育職員免許法施行規則（昭和29年文部省令第26号）に定める所要の単位を修得し

なければならない。 

２ 前項の規定により所要資格を取得できる教員の免許状の種類等については，関係の学部規則及

び研究科規則の定めるところによる。 

 

附  則 

 １ この規則は，平成26年4月１日から施行する。 
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別 表 収容定員 

 

１ 学 部 

 

学科別 計 学科別 計 学科別 計 学科別 計 

文  学  部   115 115 460 460 

国 際 文 化 学 部 140 140 560 560 

90 360 

50 学科共通 200 

40 280 10 10 160 1,140 

100 400 

法 学 部 180 180 20 20 760 760 

経 済 学 部 270 270 20 20 1,120 1,120 

経 営 学 部 260 260 20 20 1,080 1,080 

25 100 

35 学科共通 140 

25 25 100 

20 80 

35 140 

112 5 0 663 

看護学専攻 80 10 

検査技術科学専攻 40 0 660 

理学療法学専攻 20 0 

作業療法学専攻 20 0 

90 360 

60 240 

90 学科共通 360 

100 540 20 20 400 2,200 

100 400 

100 400 

35 学科共通 140 

53 10 212 

62 248 

80 学科共通 160 

40 10 80 

80 280 

2,547 5 145 10,413 

2 年次編入学定員 

5 

合        計 

150 10 620 

海 事 科 学 部 200 10 540 

グローバル輸送科学科 

海洋安全システム科学科 

マリンエンジニアリング学科 

市民工学科 

建築学科 

農 学 部 

食料環境システム学科 

資源生命科学科 

生命機能科学科 

工 学 部 
電気電子工学科 

機械工学科 

医 学 部 
保健学科 

272 10 

医学科 

発 達 科 学 部 

入学定員 

理 学 部 140 

区     分   

経営学科 

生物学科 

地球惑星科学科 

人間表現学科 

経済学科  

1,323 

数学科 

総定員 

25 610 

人間環境学科 

法律学科 

人文学科 

国際文化学科 

人間形成学科 

応用化学科 

情報知能工学科 

3 年次編入学定員 

物理学科  

化学科 

人間行動学科 
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２ 大 学 院 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9 42 

情報科学専攻 28 3 56 9 
計算科学専攻 24 8 48 24 
食料共生 システム 学専攻 27 126 6 25 54 252 18 75 
資源生命科学専攻 42 8 84 24 
生命機能科学専攻 57 11 114 33 

海事科学研究科 海事科学専攻 60 60 11 11 120 120 33 33 
国際開発政策専攻 26 70 9 25 52 140 27 75 
国際協力政策専攻 22 7 44 21 
地域協力政策専攻 22 9 44 27 

1,208 299 78 149 378 50 2,412 898 312 

農学研究科 

工学研究科 

国際文化 
学研究科 

法学研究科 

人間発達環 

境学研究科 

医学研究科 

システム 情 
報学研究科 

経営学研究科 

国際協力研究科 

合              計 25 

博     士     課     程 
修士課程 

前 
   

期 後 
   

期 前 
   

期 後 
   

期 

理学研究科 

専門職学 

 位課程  

人文学研究科 

区 
       

分 
  
総                定               員 入          学          定          員 

修士課程 
博     士     課     程 専門職学 

 位課程  

専攻別 計 専攻別 計 専攻別 計 専攻別 計 専攻別 計 専攻別 計 専攻別 計 専攻別 計 専攻別 計 専攻別 計 
文化構造専攻 20 50 8 20 40 100 24 60 
社会動態専攻 30 12 60 36 
文化相関専攻 20 50 6 15 40 100 18 45 
グローバル 文化専攻 30 9 60 27 
人間発達専攻 52 96 11 17 104      188 22 40 

( 1 年履修 コース ) 4 4 

人間環境学専攻 40 6 80 18 
理論法学専攻 28 40 14 20 56 80 42 60 
政治学専攻 12 6 24 18 
実務法律専攻 80 80 240 240 

経済学研究科 経済学専攻 83 83 22 22 166 166 78 78 
経営学専攻 51 51 34 34 102 102 102 102 
現代経営学専攻 69 69 138 138 
数学専攻 22 122 4 29 44 244 12 87 
物理学専攻 24 5 48 15 
化学専攻 28 6 56 18 
生物学専攻 24 7 48 21 
地球惑星科学専攻 24 7 48 21 

バイオメディカルサイエンス 専攻 25 25 50 50 
医科学専攻 78 78 312 312 

保健学研究科 保健学専攻 56 56 25 25 112 112 75 75 
建築学専攻 65 324 8 42 130 648 24 126 
市民工学専攻 43 6 86 18 
電気電子工学専攻 65 8 130 24 
機械工学専攻 78 10 156 30 
応用化学専攻 73 10 146 30 
システム 科学専攻 28 80 3 14 56 160 
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経過したときは，速やかに発行者に届け出て再交付を受けなければならない。 

５ 学生は，卒業，退学等により学籍を離れた場合は，速やかに学生証を発行者に返納しなければ

ならない。 

６ 学生証の再発行手続き及び返納は，学生の所属学部又は研究科において行うものとする。 

 （欠 席 届） 

第６条 学生が，３週間以上欠席するときは，理由を具し，欠席届を学部長又は研究科長に提出し

なければならない。 

 （学生登録票） 

第７条 学生は，入学したときは，速やかに学生登録票を学部長又は研究科長に提出しなければな

らない。 

 （身上異動・住所変更届） 

第８条 学生は，改姓，改名等，身上に異動があったとき，又は住所（保護者等の住所等を含

む。）を変更したときは，速やかに身上異動・住所変更届を学部長又は研究科長に提出しなけれ

ばならない。 

第９条 大学院の第１条から第４条まで並びに第６条及び第７条に定める事項については，それぞ

れ関係の研究科において定める。 

 （健康診断） 

第10条 学生は，毎年本学で行う健康診断を受けなければならない。 

 （様  式） 

第11条 諸願届等の様式は，別紙のとおりとする。 

 

 

   附  則 

 

1 この細則は，平成 26年 4月 1 日から施行する。 

2 この細則施行の際現に在学する者で神戸大学共通細則の一部を改正する細則(平成 24 年 3 月 14

日制定)附則第 2 項の規定により，なお従前の例によるとされた者に係るこの細則による改正後の

神戸大学共通細則の規定の適用については，第 4条の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
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様式６号
（表）

神 戸 大 学 学 生 証

上記の者は、本学の学生であることを証明する。

年 月 日
年 月 日

神 　　戸 　　大 　　学 　　長 印

（生協組合員番号）

（裏）

１　本学学生は常にこの学生証を携帯し、次の場合は、
　　これを提示しなければならない。
 (1)本学教職員の請求があった場合

(2)通学定期乗車券又は学生用割引乗車券の購入及び
これによって乗車船し、係員の請求があった場合

(3)本学図書館を利用する場合
（表面顔写真下の数字は図書館利用IDです。） 　

２　本証は他人に貸与又は譲渡してはならない。
３　本証を紛失したとき、又は記載内容に変更が生じた
　　ときは、直ちに発行者に届け出ること。
４　卒業、退学等により学籍を離れたときは、直ちに発行者に返納すること。

神戸大学 〒657-8501 神戸市灘区六甲台町1-1 TEL(078)881-1212(大代表)

■　注 意 事 項

（シール貼付スペース）

(図書館利用ID）

有 効 期 限

写
真

所 属
学 籍 番 号
氏 名
生 年 月 日

発 行 年 月

                       

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式７号 
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様式８号 
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様式９号 
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神戸大学大学院システム情報学研究科入学試験出願資格の認定に 

関する内規 
 

（趣  旨） 

第１条 この内規は，システム情報学研究科規則第９条第８号，第９号又は第９条の２の規定によ

り前期課程に入学を志願しようとする者，及び第11条第７号又は第８号の規定により後期課程に

入学を志願しようとする者の出願資格審査について必要な事項を定めるものとする。 

 （前期課程出願資格の認定） 

第２条 次の各号のいずれかによって前期課程に出願しようとする者は，出願に先立ち資格審査に

より出願資格の認定を受けなければならない。 

(1) 学校教育法第102条第２項の規定により大学院に入学した者であって，本研究科において，

大学院における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの 

(2) 研究科において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると

認めた者で，22歳に達したもの 

 （前期課程早期入学の出願資格の認定） 

第２条の２ 次の各号のいずれかに該当し，かつ，研究科において所定の単位を優れた成績をもっ

て修得したと認めたものが，前期課程に出願しようとするとき，出願に先立ち事前審査により出

願資格の認定を受けなければならない。 

 (1) 大学に３年以上在学した者 

 (2) 外国において学校教育における15年の課程を修了した者 

 (3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国

の学校教育における15年の課程を修了した者 

 (4) 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における15年の課程

を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置

付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 

 （後期課程出願資格の認定） 

第３条 次の各号のいずれかによって後期課程に出願しようとする者は，出願に先立ち資格審査に

より出願資格の認定を受けなければならない。 

(1) 大学を卒業し，大学，研究所等において，２年以上研究に従事した者で，当該研究の成果等

により，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると研究科が認めた者 

(2) 外国において学校教育における16年の課程を修了した後，又は外国の学校が行う通信教育に

おける授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における16年の課程

を修了した後，大学又は研究所等において，２年以上研究に従事した者で，当該研究の成果等

により，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると研究科が認めた者 

(3) 大学において，医学，歯学，獣医学又は薬学を履修する６年制の課程を修了した者 

(4) 個別の入学資格審査により，修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力がある

と研究科が認めた者で，24歳に達したもの 

 （出願資格審査委員会） 
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第４条 出願資格の認定を行うため，システム情報学研究科出願資格審査委員会（以下「出願資格

審査委員会」という。）を置く。 

２ 出願資格審査委員会は，システム情報学研究科副研究科長１人及び各専攻の専攻長をもって組

織し，委員長は副研究科長を充てる。出願資格審査委員会は，出願資格審査委員会委員長が招集

し，その議長となる。 

３ 出願資格審査委員会は，必要に応じ，審査を受けようとする者の志望教育研究分野の教員の出

席を求め，その意見を聴くことができる。 

４ 出願資格の認定は，前２条の資格に該当するか否かの判定により行う。 

５ 出願資格審査委員会において，前２条の規定により出願資格を認定された者は，システム情報

学研究科教授会における出願資格の認定を受けたものとして取扱う。 

 （前期課程の提出書類） 

第５条 第２条第１号の規定により資格審査を受けようとする者（以下「申請者」という。）は，

本研究科が指定する期間（以下「所定の期間」という。）内に次の書類を提出しなければならな

い。 

 (1) 出願資格審査申請書（所定の用紙） 

 (2) 推薦書（所定の用紙） 

 (3) 在籍した最終大学の退学証明書及び成績証明書 

 (4) 在籍大学院研究科の成績証明書 

２ 第２条第２号の規定による申請者は，所定の期間内に次の書類を提出しなければならない。 

 (1) 出願資格審査申請書（所定の用紙） 

 (2) 最終出身学校の卒業（修了）証明書及び成績証明書 

３ 第２条の２の規定により事前審査を受けようとする者は，所定の期間内に次の書類を提出しな

ければならない。 

 (1) 事前審査申請書（所定の用紙） 

 (2) 学業成績証明書及び現在履修中の授業科目が確認できる書類 

 (3) 推薦書（所定の用紙） 

 (4) 在籍大学学部・学科の履修規則及び授業内容の分かる書類 

 （後期課程の提出書類） 

第６条 第３条の規定による申請者は，所定の期間内に次の書類を提出しなければならない。ただ

し，第３条第３号に該当する者は，入学試験出願資格認定申請書，履歴書，卒業証明書及び研究

計画書のみを提出するものとする。 

 (1) 入学試験出願資格認定申請書（所定の用紙） 

 (2) 履歴書（所定の用紙） 

 (3) 卒業証明書 

 (4) 研究歴証明書（所定の用紙） 

 (5) 研究業績書（所定の用紙） 

 (6) 研究成果資料 

 (7) 研究計画書（所定の用紙） 
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 （審査結果） 

第７条 出願資格審査委員会は，前２条の書類により審査を行い，入学試験出願資格審査結果報告

書を作成し，審査の結果を研究科長に報告するものとする。 

２ 研究科長は，審査委員会における審査結果の報告に基づき，申請者に出願資格の有無を通知す

る。 

 

   附 則 

この内規は，平成25年４月１日から実施する。 
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７ 研究指導について 

  大学院の教育方法については，大学院設置基準第11条に，「大学院の教育は，授業科目の授業

及び学位論文の作成等に対する指導（以下「研究指導」という。）によって行うものとする。」

と規定されています。この場合において，授業科目の授業は単位制度によるものであり，研究指

導は単位制度によらないものであって，単位制度によらず多様なかたちで行われる研究指導が大

学院の教育上重要な意義を有するものとされています。 

  本研究科の課程の修了要件についても，研究科規則第32条第１項において，研究科前期課程に

２年以上在学し，30単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査及び

最終試験に合格することの主旨が規定されており，研究指導は，課程修了のための重要な要件の

一つとなっています。 

 

８ 交通機関の運休，台風等の場合における授業，学期末試験の取扱いについて 

阪急電鉄，阪神電鉄（２社とも）又はＪＲ西日本の交通機関がスト等のため運休した場合，若

しくは，神戸市に警報（暴風，大雪，暴風雪）又は特別警報が発令された場合は，当日のその後

に開始する授業（学期末試験を含む。）を休講とする。 

なお，気象警報が広域に発令された場合は，発令地域に神戸市が含まれている場合にこの取扱

いを適用する。 

  ただし，次の場合は授業を実施する。 

  １． 午前６時までに交通機関が運行し，又は警報が解除された場合 

       １時限目の授業から実施する。 

  ２． 午前10時までに交通期間が運行し，又は警報が解除された場合 

       ３時限目（午後）の授業から実施する。 

 

（注） 

 １．警報は，「神戸地方気象台が発表する警報」によるものとする。 

 ２．演習等少人数の授業については，担当教員と受講者が相談して授業を行うことがある。 

 

９ 工学部，工学研究科及びシステム情報学研究科において開講する授業科目の成績評価に対す

る申し立てに関する申合せ 

 
平成 25 年 12 月 6 日 工学研究科運営会議 

平成 25 年 12 月 13 日 システム情報学研究科教授会 

決定 

（趣旨） 

１．この申合せは「学生からの成績評価に対する申し立て手続き」についての申合せ（平成２

５年１０月２３日全学教務委員会決定）に基づき，工学部，工学研究科及びシステム情報学

研究科（以下「開講部局」という。）において開講している授業科目の成績評価に対する申し立

てについて定める。 
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各専攻共通授業科目の概要 
 

 

【先端融合科学特論Ⅰ－１～Ⅰ－５】 

 各専攻（ただし IT スペシャリスト養成コース及び計算科学専攻インテンシブコースを除く。）

における選択必修科目に該当する。修了要件として，１科目２単位以上修得しなければならない。 
 
 

【応用数学特論】 

 各専攻とも，自専攻選択科目として修了要件に含まれる。 
 
 

【プログラムコース】 

 プログラムコースは学生の希望により履修するもので，それぞれのコースに応じて指定する自研

究科と他研究科の科目群からなり，自研究科の前期課程修了要件に加えて，他研究科の科目４単位

を含めて６単位を修得しなければならない。なお，プログラムコースの修得単位数が６単位に満た

ない者が当該プログラムコースで修得した他研究科の単位は，自研究科規則に基づいて修了要件の

単位に算入することができる。 

 

コース名 担当研究科 専  攻 授 業 科 目 担当教員 

計算数理 理 学 研 究 科 数 学 専 攻 解析学Ⅱ 野海 

（理・シ連携） 〃 〃 計算情報数学 高山 

 システム情報学研究科 情 報 科 学 専 攻 数理理論学特論 渕野 

 〃 〃 数理統計学特論 澤 

計算ロボティクス 工 学 研 究 科 機 械 工 学 専 攻 アドバンスト制御システム論 横小路 

（工・シ連携） 〃 〃 多変数制御論 深尾 

 システム情報学研究科 計 算 科 学 専 攻 計算ロボティクス論 羅 

 〃 〃 バイオメカニクス論 未定 
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(2) 授業科目開講予定一覧 
 

 

（システム科学専攻) 

科

目 

区

分 

授業科目 
単
位
数 

  必修・ 

選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 
備 

考 

１年次 ２年次 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

共 
 
 

 

通 
 
 
 

科 
 
 
 

目 

シ ス テ ム 計 画 学 特 論 2 選択  30   貝 原 俊 也  

シ ス テ ム 運 用 論 2 〃 30    藤 井 信 忠  

シ ス テ ム 設 計 学 特 論 2 〃 30    多 田 幸 生  

分 布 シ ス テ ム 理 論 2 〃  30   南 部 隆 夫  

シ ス テ ム 数 理 特 論 2 〃  30   佐 野 英 樹  

応 用 数 学 特 論 2 〃 30    赤 木 剛 朗  

シ ス テ ム 構 造 特 論 2 〃  30   小 島 史 男  

計 算 理 論 2 〃  30   酒 井 拓 史  

情 報 数 学 特 論 2 〃 30    桔 梗 宏 孝  

数 理 論 理 学 特 論 2 〃 30    渕 野  昌  

数 理 統 計 学 特 論 2 〃  30   澤  正 憲  

集 合 論 特 論 2 〃  30   ブレンドル・ヤーグ  

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 特 論 2 〃 30    番 原 睦 則  

ア ル ゴ リ ズ ム 特 論 2 〃  30   大 川 剛 直  

ネットワークコンピューティング論 2 〃  30   太 田  能  

数 理 モ デ リ ン グ 論 2 〃 30    谷 口 隆 晴  

デ ー タ マ イ ニ ン グ 論 2 〃 30    上 原 那 昭  

知 能 構 成 論 2 〃  30   未 定  

並 列 ア ル ゴ リ ズ ム 論 2 〃 30    横 川 三 津 夫  

大 規 模 ソ フ ト ウ ェ ア 論 2 〃 30    中 村 匡 秀  

情 報 可 視 化 論 2 〃 30    陰 山  聡  

計 算 ロ ボ テ ィ ク ス 論 2 〃 30    羅  志 偉  

数 値 計 算 特 論 2 〃  30   蛯 名 邦 禎  

数 式 処 理 特 論 2 〃 30    高橋  正 (非 )  

基 
 

 

礎 
 

 

科 
 
 

目 

セ ン シ ン グ 論 2 〃 30    
的 場  修   

仁 田 功 一 
※ 

シ ス テ ム 制 御 論 2 〃 30    太 田 有 三 ※ 

分 散 シ ス テ ム 論 2 〃 30    小 林  太 ※ 

大 規 模 知 的 シ ス テ ム 論 2 〃 30    鳩 野 逸 生 ※ 

計 算 機 ア ー キ テ ク チ ャ 特 論 2 〃 30    吉 本 雅 彦  

ソ フ ト ウ ェ ア 科 学 特 論 2 〃 30    田 村 直 之  

情 報 シ ス テ ム 設 計 論 2 〃 30    
永 田  真   

鎌 田 十 三 郎 
 

情 報 管 理 論 2 〃 30    江 口 浩 二  

マ ル チ メ デ ィ ア 特 論 2 〃 30    有 木 康 雄  

探 索 ・ 学 習 理 論 2 〃 30    玉 置  久  

計 算 物 理 化 学 2 〃  30   天 能 精 一 郎  

計 算 生 物 学 2 〃  30   
田 中 成 典   

藤 本 和 宏 
 

バ イ オ メ カ ニ ク ス 論 2 〃  30   未 定  

計 算 理 工 学 論 Ⅰ 2 〃 30    賀 谷 信 幸  
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科

目 

区

分 

授業科目 
単
位
数 

  必修・ 

選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 
備 

考 

１年次 ２年次 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

基

礎

科

目 

計 算 理 工 学 論 Ⅱ 2 選択  30   臼 井 英 之  

計 算 科 学 演 習 Ⅰ 1 〃 30    計算科学基礎講座教員  

計 算 科 学 演 習 Ⅱ 1 〃  30   計算科学創成講座教員  

計 算 科 学 概 論 2 〃 30    計 算 科 学 専 攻 教 員  

応
用
科
目 

シ ス テ ム メ カ ニ ク ス 論 2 〃  30   花 原 和 之  

ダ イ ナ ミ カ ル シ ス テ ム 論 2 〃  30   増 淵  泉  

複 合 現 実 感 シ ス テ ム 論 2 〃  30   伴  好 弘  

医 用 シ ス テ ム 論 2 〃  30   熊 本 悦 子  

応 用 シ ス テ ム 認 識 論 2 〃 30    鷲見和彦 (非 )  

応 用 シ ス テ ム 計 画 論 2 〃 30    田中健一 (非 )  

研
究
科
横
断 

科
目 

先 端 融 合 科 学 特 論 Ⅰ － １ 2 選択必修       

先 端 融 合 科 学 特 論 Ⅰ － ２ 2 〃       

先 端 融 合 科 学 特 論 Ⅰ － ３ 2 〃       

先 端 融 合 科 学 特 論 Ⅰ － ４ 2 〃       

先 端 融 合 科 学 特 論 Ⅰ － ５ 2 〃       

 特 定 研 究 6 必修 15 15 15 30 各教員  

◎ 特 定 研 究 6 〃 30 45   各教員  

（研究指導）         

（注）授業科目の前の◎印は、在学期間が 1 年以上在学すれば足りるものと認められた者の科目である。  

 

【修了要件】 30単位以上 

 必  修：６単位 

 選択必修：２単位以上 

      先端融合科学特論Ⅰより修得すること。 

 選  択：22単位以上 

           共通科目より10単位以上，基礎科目より６単位以上（ただし，備考欄※印科目より４単

位以上を含む）及び応用科目より４単位以上 

      なお，他専攻及び他研究科の授業科目を合わせて２単位まで算入することができる。 
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（システム科学専攻 IT スペシャリスト養成コース) 

科

目 

区

分 

授業科目 
単
位
数 

  必修・ 

選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 
備 

考 

１年次 ２年次 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

◆ 

ク ラ ウ ド 開 発 基 礎 2 必修 30    中 村 匡 秀  

ク ラ ウ ド 基 礎 P B L 1 〃 30    中 村 匡 秀  

ク ラ ウ ド 開 発 応 用 1 〃 30    中 村 匡 秀  

ク ラ ウ ド 発 展 P B L 2 〃  30   中 村 匡 秀  

ク ラ ウ ド 開 発 演 習 2 〃 30 30   中 村 匡 秀  

共 
 
 

 

通 
 
 
 

科 
 
 
 

目 

シ ス テ ム 計 画 学 特 論 2 選択  30   貝 原 俊 也  

シ ス テ ム 運 用 論 2 〃 30    藤 井 信 忠  

シ ス テ ム 設 計 学 特 論 2 〃 30    多 田 幸 生  

分 布 シ ス テ ム 理 論 2 〃  30   南 部 隆 夫  

シ ス テ ム 数 理 特 論 2 〃  30   佐 野 英 樹  

応 用 数 学 特 論 2 〃 30    赤 木 剛 朗  

シ ス テ ム 構 造 特 論 2 〃  30   小 島 史 男  

計 算 理 論 2 〃  30   酒 井 拓 史  

情 報 数 学 特 論 2 〃 30    桔 梗 宏 孝  

数 理 論 理 学 特 論 2 〃 30    渕 野  昌  

数 理 統 計 学 特 論 2 〃  30   澤  正 憲  

集 合 論 特 論 2 〃  30   ブレンドル・ヤーグ  

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 特 論 2 〃 30    番 原 睦 則 ◇ 

ア ル ゴ リ ズ ム 特 論 2 〃  30   大 川 剛 直 ◇ 

ネットワークコンピューティング論 2 〃  30   太 田  能  

数 理 モ デ リ ン グ 論 2 〃 30    谷 口 隆 晴  

デ ー タ マ イ ニ ン グ 論 2 〃 30    上 原 邦 昭 ◇ 

知 能 構 成 論 2 〃  30   未 定  

並 列 ア ル ゴ リ ズ ム 論 2 〃 30    横 川 三 津 夫  

大 規 模 ソ フ ト ウ ェ ア 論 2 〃 30    中 村 匡 秀 ◇ 

情 報 可 視 化 論 2 〃 30    陰 山  聡  

計 算 ロ ボ テ ィ ク ス 論 2 〃 30    羅  志 偉  

数 値 計 算 特 論 2 〃  30   蛯 名 邦 禎  

数 式 処 理 特 論 2 〃 30    高橋  正 (非 )  

基 
 

 

礎 
 

 

科 
 
 

目 

セ ン シ ン グ 論 2 〃 30    
的 場  修   

仁 田 功 一 
※ 

シ ス テ ム 制 御 論 2 〃 30    太 田 有 三 ※ 

分 散 シ ス テ ム 論 2 〃 30    小 林  太 ※ 

大 規 模 知 的 シ ス テ ム 論 2 〃 30    鳩 野 逸 生 ※ 

計 算 機 ア ー キ テ ク チ ャ 特 論 2 〃 30    吉 本 雅 彦  

ソ フ ト ウ ェ ア 科 学 特 論 2 〃 30    田 村 直 之  

情 報 シ ス テ ム 設 計 論 2 〃 30    
永 田  真   

鎌 田 十 三 郎 
 

情 報 管 理 論 2 〃 30    江 口 浩 二  

マ ル チ メ デ ィ ア 特 論 2 〃 30    有 木 康 雄  

探 索 ・ 学 習 理 論 2 〃 30    玉 置  久  

計 算 物 理 化 学 2 〃  30   天 能 精 一 郎  

計 算 生 物 学 2 〃  30   
田 中 成 典   

藤 本 和 宏 
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科

目 

区

分 

授業科目 
単
位
数 

  必修・ 

選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 
備 

考 

１年次 ２年次 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

基

礎

科

目 

バ イ オ メ カ ニ ク ス 論 2 選択  30   未 定  

計 算 理 工 学 論 Ⅰ 2 〃 30    賀 谷 信 幸  

計 算 理 工 学 論 Ⅱ 2 〃  30   臼 井 英 之  

計 算 科 学 演 習 Ⅰ 1 〃 30    計算科学基礎講座教員  

計 算 科 学 演 習 Ⅱ 1 〃  30   計算科学創成講座教員  

計 算 科 学 概 論 2 〃 30    計 算 科 学 専 攻 教 員  

応
用
科
目 

シ ス テ ム メ カ ニ ク ス 論 2 〃  30   花 原 和 之  

ダ イ ナ ミ カ ル シ ス テ ム 論 2 〃  30   増 淵  泉  

複 合 現 実 感 シ ス テ ム 論 2 〃  30   伴  好 弘  

医 用 シ ス テ ム 論 2 〃  30   熊 本 悦 子  

応 用 シ ス テ ム 認 識 論 2 〃 30    鷲見和彦 (非 )  

応 用 シ ス テ ム 計 画 論 2 〃 30    田中健一 (非 )  

 特 定 研 究 6 必修 15 15 15 30 各 教 員  

◎ 特 定 研 究 6 〃 30 45   各 教 員  

（研究指導）         

（注） 
 １．授業科目の前の◎印は、在学期間が 1 年以上在学すれば足りるものと認められた者の科目である。 
 ２．科目区分◆印科目は IT スペシャリスト養成コース必修科目である。 
 ３．備考欄◇印科目は IT スペシャリスト養成コース指定科目である。 
 

 

【修了要件】 30単位以上 

 必  修：14単位 

 選  択：16単位以上 

           ただし，共通科目より６単位以上（内，◇印科目から４単位以上），基礎科目より６単

位以上（内，備考欄※印科目より４単位以上を含む），応用科目より４単位以上修得す

ること。
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(2) 授業科目開講予定一覧 
 
 

（情報科学専攻） 

科

目 

区

分 

授業科目 
単
位
数 

選択必修 

選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 
備 

考 

１年次 ２年次 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

共 
 
 

 

通 
 
 
 

科 
 
 
 

目 

シ ス テ ム 計 画 学 特 論 2 選択  30   貝 原 俊 也  

シ ス テ ム 運 用 論 2 〃 30    藤 井 信 忠  

シ ス テ ム 設 計 学 特 論 2 〃 30    多 田 幸 生  

分 布 シ ス テ ム 理 論 2 〃  30   南 部 隆 夫  

シ ス テ ム 数 理 特 論 2 〃  30   佐 野 英 樹  

応 用 数 学 特 論 2 〃 30    赤 木 剛 朗  

シ ス テ ム 構 造 特 論 2 〃  30   小 島 史 男  

計 算 理 論 2 〃  30   酒 井 拓 史  

情 報 数 学 特 論 2 〃 30    桔 梗 宏 孝  

数 理 論 理 学 特 論 2 〃 30    渕 野  昌  

数 理 統 計 学 特 論 2 〃  30   澤  正 憲  

集 合 論 特 論 2 〃  30   ブレンドル・ヤーグ  

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 特 論 2 〃 30    番 原 睦 則  

ア ル ゴ リ ズ ム 特 論 2 〃  30   大 川 剛 直  

ネットワークコンピューティング論 2 〃  30   太 田  能  

数 理 モ デ リ ン グ 論 2 〃 30    谷 口 隆 晴  

デ ー タ マ イ ニ ン グ 論 2 〃 30    上 原 邦 昭  

知 能 構 成 論 2 〃  30   未 定  

並 列 ア ル ゴ リ ズ ム 論 2 〃 30    横 川 三 津 夫  

大 規 模 ソ フ ト ウ ェ ア 論 2 〃 30    中 村 匡 秀  

情 報 可 視 化 論 2 〃 30    陰 山  聡  

計 算 ロ ボ テ ィ ク ス 論 2 〃 30    羅  志 偉  

数 値 計 算 特 論 2 〃  30   蛯 名 邦 禎  

数 式 処 理 特 論 2 〃 30    高 橋 正(非)  

基 
 

 

礎 
 

 

科 
 
 

目 

セ ン シ ン グ 論 2 〃 30    
的 場  修   

仁 田 功 一 
 

シ ス テ ム 制 御 論 2 〃 30    太 田 有 三  

分 散 シ ス テ ム 論 2 〃 30    小 林  太  

大 規 模 知 的 シ ス テ ム 論 2 〃 30    鳩 野 逸 生  

計 算 機 ア ー キ テ ク チ ャ 特 論 2 〃 30    吉 本 雅 彦 ※ 

ソ フ ト ウ ェ ア 科 学 特 論 2 〃 30    田 村 直 之 ※ 

情 報 シ ス テ ム 設 計 論 2 〃 30    
永 田  真   

鎌 田 十 三 郎 
※ 

情 報 管 理 論 2 〃 30    江 口 浩 二 ※ 

マ ル チ メ デ ィ ア 特 論 2 〃 30    有 木 康 雄 ※ 

探 索 ・ 学 習 理 論 2 〃 30    玉 置  久 ※ 

計 算 物 理 化 学 2 〃  30   天 能 精 一 郎  

計 算 生 物 学 2 〃  30   
田 中 成 典   

藤 本 和 宏 
 

バ イ オ メ カ ニ ク ス 論 2 〃  30   未 定  

計 算 理 工 学 論 Ⅰ 2 〃 30    賀 谷 信 幸  
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科

目 

区

分 

授業科目 
単
位
数 

選択必修

選択の別

授 業 時 間 数

担 当 教 員 
備 

考 

１年次 ２年次

前

期

後

期

前

期

後

期

基

礎

科

目 

計 算 理 工 学 論 Ⅱ 2 選択  30   臼 井 英 之  

計 算 科 学 演 習 Ⅰ 1 〃 30    計算科学基礎講座教員  

計 算 科 学 演 習 Ⅱ 1 〃  30   計算科学創成講座教員  

計 算 科 学 概 論 2 〃 30    計 算 科 学 専 攻 教 員  

応

用

科

目 

応 用 論 理 学 2 〃  30   菊 池  誠  

集 積 シ ス テ ム 論 2 〃  30   川 口  博  

ヒューマンコンピュータインタラクション論 2 〃  30   滝 口 哲 也  

メ デ ィ ア 表 現 論 2 〃   30  萩田紀博 (非 )  

マ ル チ モ ー ダ ル 情 報 処 理 2 〃   30  石井カルロス寿憲(非)  

感 性 情 報 環 境 論 2 〃   30  西尾修一 (非 )  

研
究
科
横
断

科
目 

先 端 融 合 科 学 特 論 Ⅰ － １ 2 選択必修       

先 端 融 合 科 学 特 論 Ⅰ － ２ 2 〃       

先 端 融 合 科 学 特 論 Ⅰ － ３ 2 〃       

先 端 融 合 科 学 特 論 Ⅰ － ４ 2 〃       

先 端 融 合 科 学 特 論 Ⅰ － ５ 2 〃       

 特 定 研 究 6 必修 15 15 15 30 各 教 員  

◎ 特 定 研 究 6 〃 30 45   各 教 員  

（研究指導）         

（注）授業科目の前の◎印は、在学期間が1年以上在学すれば足りるものと認められた者の科目である。 
 

【修了要件】 30単位以上 

 必  修：６単位 

 選択必修：２単位以上 

      先端融合科学特論Ⅰより修得すること。 

 選  択：22単位以上 

      共通科目より10単位以上，基礎科目より６単位以上（ただし，備考欄※印科目より４単

位以上を含む）及び応用科目より４単位以上 

      なお，他専攻及び他研究科の授業科目を合わせて２単位まで算入することができる。 
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（情報科学専攻 ITスペシャリスト養成コース） 

科

目 

区

分 

授業科目 
単
位
数 

選択必修 

選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 
備 

考 

１年次 ２年次 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

◆ 

ク ラ ウ ド 開 発 基 礎 2 必修 30    中 村 匡 秀  

ク ラ ウ ド 基 礎 P B L 1 〃 30    中 村 匡 秀  

ク ラ ウ ド 開 発 応 用 1 〃 30    中 村 匡 秀  

ク ラ ウ ド 発 展 P B L 2 〃  30   中 村 匡 秀  

ク ラ ウ ド 開 発 演 習 2 〃 30 30   中 村 匡 秀  

共 
 
 

 

通 
 
 
 

科 
 
 
 

目 

シ ス テ ム 計 画 学 特 論 2 選択  30   貝 原 俊 也  

シ ス テ ム 運 用 論 2 〃 30    藤 井 信 忠  

シ ス テ ム 設 計 学 特 論 2 〃 30    多 田 幸 生  

分 布 シ ス テ ム 理 論 2 〃  30   南 部 隆 夫  

シ ス テ ム 数 理 特 論 2 〃  30   佐 野 英 樹  

応 用 数 学 特 論 2 〃 30    赤 木 剛 朗  

シ ス テ ム 構 造 特 論 2 〃  30   小 島 史 男  

計 算 理 論 2 〃  30   酒 井 拓 史  

情 報 数 学 特 論 2 〃 30    桔 梗 宏 孝  

数 理 論 理 学 特 論 2 〃 30    渕 野  昌  

数 理 統 計 学 特 論 2 〃  30   澤  正 憲  

集 合 論 特 論 2 〃  30   ブレンドル・ヤーグ  

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 特 論 2 〃 30    番 原 睦 則 ◇ 

ア ル ゴ リ ズ ム 特 論 2 〃  30   大 川 剛 直 ◇ 

ネットワークコンピューティング論 2 〃  30   太 田  能  

数 理 モ デ リ ン グ 論 2 〃 30    谷 口 隆 晴  

デ ー タ マ イ ニ ン グ 論 2 〃 30    上 原 邦 昭 ◇ 

知 能 構 成 論 2 〃  30   未 定  

並 列 ア ル ゴ リ ズ ム 論 2 〃 30    横 川 三 津 夫  

大 規 模 ソ フ ト ウ ェ ア 論 2 〃 30    中 村 匡 秀 ◇ 

情 報 可 視 化 論 2 〃 30    陰 山  聡  

計 算 ロ ボ テ ィ ク ス 論 2 〃 30    羅  志 偉  

数 値 計 算 特 論 2 〃  30   蛯 名 邦 禎  

数 式 処 理 特 論 2 〃 30    高 橋 正(非)  

基 
 
 

礎 
 

 

科 
 
 

目 

セ ン シ ン グ 論 2 〃 30    
的 場  修   

仁 田 功 一 
 

シ ス テ ム 制 御 論 2 〃 30    太 田 有 三  

分 散 シ ス テ ム 論 2 〃 30    小 林  太  

大 規 模 知 的 シ ス テ ム 論 2 〃 30    鳩 野 逸 生  

計 算 機 ア ー キ テ ク チ ャ 特 論 2 〃 30    吉 本 雅 彦 ※ 

ソ フ ト ウ ェ ア 科 学 特 論 2 〃 30    田 村 直 之 ※ 

情 報 シ ス テ ム 設 計 論 2 〃 30    
永 田  真   

鎌 田 十 三 郎 
※ 

情 報 管 理 論 2 〃 30    江 口 浩 二 ※ 

マ ル チ メ デ ィ ア 特 論 2 〃 30    有 木 康 雄 ※ 

探 索 ・ 学 習 理 論 2 〃 30    玉 置  久 ※ 

計 算 物 理 化 学 2 〃  30   天 能 精 一 郎  
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科

目 

区

分 

授業科目 
単
位
数 

選択必修 

選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 
備 

考 

１年次 ２年次 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

基 

礎 

科 

目 

計 算 生 物 学 2 選択  30   
田 中 成 典   

藤 本 和 宏 
 

バ イ オ メ カ ニ ク ス 論 2 〃  30   未 定  

計 算 理 工 学 論 Ⅰ 2 〃 30    賀 谷 信 幸  

計 算 理 工 学 論 Ⅱ 2 〃  30   臼 井 英 之  

計 算 科 学 演 習 Ⅰ 1 〃 30    計算科学基礎講座教員  

計 算 科 学 演 習 Ⅱ 1 〃  30   計算科学創成講座教員  

計 算 科 学 概 論 2 〃 30    計 算 科 学 専 攻 教 員  

応
用
科
目 

応 用 論 理 学 2 〃  30   菊 池  誠  

集 積 シ ス テ ム 論 2 〃  30   川 口  博  

ヒューマンコンピュータインタラクション論  2 〃  30   滝 口 哲 也  

メ デ ィ ア 表 現 論 2 〃   30  萩田紀博 (非 )  

マ ル チ モ ー ダ ル 情 報 処 理 2 〃   30  石井カルロス寿憲(非)  

感 性 情 報 環 境 論 2 〃   30  西尾修一 (非 )  

 特 定 研 究 6 必修 15 15 15 30 各 教 員  

◎ 特 定 研 究 6 〃 30 45   各 教 員  

（研究指導）         

 １．授業科目の前の◎印は、在学期間が 1 年以上在学すれば足りるものと認められた者の科目である。 
 ２．科目区分◆印科目は IT スペシャリスト養成コース必修科目である。 
 ３．備考欄◇印科目は IT スペシャリスト養成コース指定科目である。 
 

 

【修了要件】 30単位以上 

 必  修：14単位 

 選  択：16単位以上 

ただし，共通科目より６単位以上（内，◇印科目から４単位以上），基礎科目より６

単位以上（内，備考欄※印科目より４単位以上を含む），応用科目より４単位以上修得

すること。
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(2) 授業科目開講予定一覧 

 

（計算科学専攻） 

科

目 

区

分 

授業科目 
単
位
数 

 必修・ 

 選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 
備 

考 

１年次 ２年次 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

共 
 
 

 

通 
 
 
 

科 
 
 
 

目 

シ ス テ ム 計 画 学 特 論 2 選択  30   貝 原 俊 也  

シ ス テ ム 運 用 論 2 〃 30    藤 井 信 忠  

シ ス テ ム 設 計 学 特 論 2 〃 30    多 田 幸 生  

分 布 シ ス テ ム 理 論 2 〃  30   南 部 隆 夫  

シ ス テ ム 数 理 特 論 2 〃  30   佐 野 英 樹  

応 用 数 学 特 論 2 〃 30    赤 木 剛 朗  

シ ス テ ム 構 造 特 論 2 〃  30   小 島 史 男  

計 算 理 論 2 〃  30   酒 井 拓 史  

情 報 数 学 特 論 2 〃 30    澤  正 憲  

数 理 論 理 学 特 論 2 〃 30    渕 野  昌  

数 理 統 計 学 特 論 2 〃  30   澤  正 憲  

集 合 論 特 論 2 〃  30   ブレンドル・ヤーグ  

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 特 論 2 〃 30    番 原 睦 則  

ア ル ゴ リ ズ ム 特 論 2 〃  30   大 川 剛 直  

ネットワークコンピューティング論 2 〃  30   太 田  能  

数 理 モ デ リ ン グ 論 2 〃 30    谷 口 隆 晴  

デ ー タ マ イ ニ ン グ 論 2 〃 30    上 原 邦 昭  

知 能 構 成 論 2 〃  30   未 定  

並 列 ア ル ゴ リ ズ ム 論 2 〃 30    横 川 三 津 夫  

大 規 模 ソ フ ト ウ ェ ア 論 2 〃 30    中 村 匡 秀  

情 報 可 視 化 論 2 〃 30    陰 山  聡  

計 算 ロ ボ テ ィ ク ス 論 2 〃 30    羅  志 偉  

数 値 計 算 特 論 2 〃  30   蛯 名 邦 禎  

数 式 処 理 特 論 2 〃 30    高 橋 正(非)  

基 
 

 

礎 
 

 

科 
 
 

目 

セ ン シ ン グ 論 2 〃 30    
的 場  修   

仁 田 功 一 
 

シ ス テ ム 制 御 論 2 〃 30    太 田 有 三  

分 散 シ ス テ ム 論 2 〃 30    小 林  太  

大 規 模 知 的 シ ス テ ム 論 2 〃 30    鳩 野 逸 生  

計 算 機 ア ー キ テ ク チ ャ 特 論 2 〃 30    吉 本 雅 彦  

ソ フ ト ウ ェ ア 科 学 特 論 2 〃 30    田 村 直 之  

情 報 シ ス テ ム 設 計 論 2 〃 30    
永 田  真   

鎌 田 十 三 郎 
 

情 報 管 理 論 2 〃 30    江 口 浩 二  

マ ル チ メ デ ィ ア 特 論 2 〃 30    有 木 康 雄  

探 索 ・ 学 習 理 論 2 〃 30    玉 置  久  

計 算 物 理 化 学 2 〃  30   天 能 精 一 郎 ※ 

計 算 生 物 学 2 〃  30   
田 中 成 典   

藤 本 和 宏 
※ 

バ イ オ メ カ ニ ク ス 論 2 〃  30   未 定 ※ 

計 算 理 工 学 論 Ⅰ 2 〃 30    賀 谷 信 幸 ※ 
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科

目 

区

分 

授業科目 
単
位
数 

 必修・ 

 選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 
備 

考 

１年次 ２年次 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

基 

礎

科

目 

計 算 理 工 学 論 Ⅱ 2 選択  30   臼 井 英 之 ※ 

計 算 科 学 演 習 Ⅰ 1 〃 30    計算科学基礎講座教員 ※ 

計 算 科 学 演 習 Ⅱ 1 〃  30   計算科学創成講座教員 ※ 

計 算 科 学 概 論 2 〃 30    計 算 科 学 専 攻 教 員 ※ 

応 
 
 

用 
 

 

科 
 
 

目 

生 体 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 2 〃 30    

姫野龍太郎(非) 

横田秀夫 (非 ) 

大浪修一 (非 ) 

 

地 球 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 2 〃  30   

坪井誠司 (非 ) 

阪口  秀 (非 ) 

桑野  聡 (非 ) 

 

計 算 社 会 科 学 2 〃 30    萩 原 泰 治 ★  

計 算 生 命 科 学 2 〃 30    未 定  

計 算 流 体 力 学 2 〃 30    林  公 祐  

計 算 材 料 学 2 〃 30    石 田 謙 司  

計 算 力 学 2 〃 30    屋 代 如 月  

計 算 惑 星 科 学 2 〃  30   松田卓也 (非 )  

大規模シミュレーション総論Ⅰ 2 〃 30    

中嶋隆人(非) 
富田浩文(非) 
小野謙二(非) 
今村俊幸(非) 
中村宜文(非) 
曽田繁利(非) 

 

大規模シミュレーション総論Ⅱ 2 〃  30   

中嶋隆人(非) 
富田浩文(非) 
小野謙二(非) 
今村俊幸(非) 
中村宜文(非) 
曽田繁利(非) 

 

＊ 超 並 列 ア ー キ テ ク チ ャ 論 2 〃 30    中島  浩 (非 )  

＊ＨＰＣビジュアリゼーション 2 〃 30    
伊達  進 (非 ) 

清川  清 (非 ) 
 

＊超並列ソフトウェア開発特論 2 〃  30   松本健一 (非 )  

＊ 超 並 列 処 理 特 論 2 〃 30    佐藤三久 (非 )  

＊ 社 会 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 2 〃 30    北  栄輔 (非 )  

研
究
科
横
断 

科
目 

先 端 融 合 科 学 特 論 Ⅰ － １ 2 選択必修       

先 端 融 合 科 学 特 論 Ⅰ － ２ 2 〃       

先 端 融 合 科 学 特 論 Ⅰ － ３ 2 〃       

先 端 融 合 科 学 特 論 Ⅰ － ４ 2 〃       

先 端 融 合 科 学 特 論 Ⅰ － ５ 2 〃       

 特 定 研 究 6 必修 15 15 15 30 各 教 員  

◎ 特 定 研 究 6 〃 30 45   各 教 員  

（研究指導）         

（注）１ 授業科目の前の◎印は、在学期間が1年以上在学すれば足りるものと認められた者の科目で
ある。 

   ２ 授業科目の前の＊印は、他大学との協定講座科目である。 
３ 備考欄★印科目は、奇数年度開講科目である。 
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（計算科学専攻 IT スペシャリスト養成コース） 

科

目 

区

分 

授業科目 
単
位
数 

 必修・ 

 選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 
備 

考 

１年次 ２年次 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

◆ 

ク ラ ウ ド 開 発 基 礎 2 必修 30    中 村 匡 秀  

ク ラ ウ ド 基 礎 P B L 1 〃 30    中 村 匡 秀  

ク ラ ウ ド 開 発 応 用 1 〃 30    中 村 匡 秀  

ク ラ ウ ド 発 展 P B L 2 〃  30   中 村 匡 秀  

ク ラ ウ ド 開 発 演 習 2 〃 30 30   中 村 匡 秀  

共 
 
 

 

通 
 
 
 

科 
 
 
 

目 

シ ス テ ム 計 画 学 特 論 2 選択  30   貝 原 俊 也  

シ ス テ ム 運 用 論 2 〃 30    藤 井 信 忠  

シ ス テ ム 設 計 学 特 論 2 〃 30    多 田 幸 生  

分 布 シ ス テ ム 理 論 2 〃  30   南 部 隆 夫  

シ ス テ ム 数 理 特 論 2 〃  30   佐 野 英 樹  

応 用 数 学 特 論 2 〃 30    赤 木 剛 朗  

シ ス テ ム 構 造 特 論 2 〃  30   小 島 史 男  

計 算 理 論 2 〃  30   酒 井 拓 史  

情 報 数 学 特 論 2 〃 30    桔 梗 宏 孝  

数 理 論 理 学 特 論 2 〃 30    渕 野  昌  

数 理 統 計 学 特 論 2 〃  30   澤  正 憲  

集 合 論 特 論 2 〃  30   ブレンドル・ヤーグ  

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 特 論 2 〃 30    番 原 睦 則 ◇ 

ア ル ゴ リ ズ ム 特 論 2 〃  30   大 川 剛 直 ◇ 

ネットワークコンピューティング論 2 〃  30   太 田  能  

数 理 モ デ リ ン グ 論 2 〃 30    谷 口 隆 晴  

デ ー タ マ イ ニ ン グ 論 2 〃 30    上 原 邦 昭 ◇ 

知 能 構 成 論 2 〃  30   未 定  

並 列 ア ル ゴ リ ズ ム 論 2 〃 30    横 川 三 津 夫  

大 規 模 ソ フ ト ウ ェ ア 論 2 〃 30    中 村 匡 秀 ◇ 

情 報 可 視 化 論 2 〃 30    陰 山  聡  

計 算 ロ ボ テ ィ ク ス 論 2 〃 30    羅  志 偉  

数 値 計 算 特 論 2 〃  30   蛯 名 邦 禎  

数 式 処 理 特 論 2 〃 30    高 橋 正(非)  

基 
 

 

礎 
 

 

科 
 
 

目 

セ ン シ ン グ 論 2 〃 30    
的 場  修   

仁 田 功 一 
 

シ ス テ ム 制 御 論 2 〃 30    太 田 有 三  

分 散 シ ス テ ム 論 2 〃 30    小 林  太  

大 規 模 知 的 シ ス テ ム 論 2 〃 30    鳩 野 逸 生  

計 算 機 ア ー キ テ ク チ ャ 特 論 2 〃 30    吉 本 雅 彦  

ソ フ ト ウ ェ ア 科 学 特 論 2 〃 30    田 村 直 之  

情 報 シ ス テ ム 設 計 論 2 〃 30    
永 田  真   

鎌 田 十 三 郎 
 

情 報 管 理 論 2 〃 30    江 口 浩 二  

マ ル チ メ デ ィ ア 特 論 2 〃 30    有 木 康 雄  

探 索 ・ 学 習 理 論 2 〃 30    玉 置  久  

計 算 物 理 化 学 2 〃  30   天 能 精 一 郎 ※ 

計 算 生 物 学 2 〃  30   
田 中 成 典   

藤 本 和 宏 
※ 
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科

目 

区

分 

授業科目 
単
位
数 

 必修・ 

 選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 
備 

考 

１年次 ２年次 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

基

礎

科

目 

バ イ オ メ カ ニ ク ス 論 2 選択  30   未 定 ※ 

計 算 理 工 学 論 Ⅰ 2 〃 30    賀 谷 信 幸 ※ 

計 算 理 工 学 論 Ⅱ 2 〃  30   臼 井 英 之 ※ 

計 算 科 学 演 習 Ⅰ 1 〃 30    計算科学基礎講座教員 ※ 

計 算 科 学 演 習 Ⅱ 1 〃  30   計算科学創成講座教員 ※ 

計 算 科 学 概 論 2 〃 30    計 算 科 学 専 攻 教 員 ※ 

応 
 
 

用 
 

 

科 
 
 

目 

生 体 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 2 〃 30    

姫野龍太郎(非) 

横田秀夫 (非 ) 

大浪修一 (非 ) 

 

地 球 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 2 〃  30   

坪井誠司 (非 ) 

阪口  秀 (非 ) 

桑野  聡 (非 ) 

 

計 算 社 会 科 学 2 〃 30    萩 原 泰 治 ★ 

計 算 生 命 科 学 2 〃 30    未 定  

計 算 流 体 力 学 2 〃 30    林  公 祐  

計 算 材 料 学 2 〃 30    石 田 謙 司  

計 算 力 学 2 〃 30    屋 代 如 月  

計 算 惑 星 科 学 2 〃  30   松田卓也 (非 )  

大規模シミュレーション総論Ⅰ 2 〃 30    

中嶋隆人(非) 
富田浩文(非) 
小野謙二(非) 
今村俊幸(非) 
中村宜文(非) 
曽田繁利(非) 

 

大規模シミュレーション総論Ⅱ 2 〃  30   

中嶋隆人(非) 
富田浩文(非) 
小野謙二(非) 
今村俊幸(非) 
中村宜文(非) 
曽田繁利(非) 

 

＊ 超 並 列 ア ー キ テ ク チ ャ 論 2 〃 30    中島  浩 (非 )  

＊ＨＰＣビジュアリゼーション 2 〃 30    
伊達  進 (非 ) 

清川  清 (非 ) 
 

＊超並列ソフトウェア開発特論 2 〃  30   松本健一 (非 )  

＊ 超 並 列 処 理 特 論 2 〃 30    佐藤三久 (非 )  

＊ 社 会 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 2 〃 30    北  栄輔 (非 )  

特 定 研 究 6 必修 15 15 15 30 各 教 員  

◎ 特 定 研 究 6 〃 30 45   各 教 員  

（研究指導）         

（注）１ 授業科目の前の◎印は、在学期間が1年以上在学すれば足りるものと認められた者の科目で
ある。 

   ２ 授業科目の前の＊印は、他大学との協定講座科目である。 
   ３．科目区分◆印科目は IT スペシャリスト養成コース必修科目である。 
   ４．備考欄◇印科目は IT スペシャリスト養成コース指定科目である。 
   ５．備考欄★印科目は、奇数年度開講科目である。 
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（計算科学専攻インテンシブコース） 

科

目 

区

分 

授業科目 
単
位
数 

 必修・ 

 選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 
備 

考 

１年次 ２年次 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

共 
 
 

 

通 
 
 
 

科 
 
 
 

目 

シ ス テ ム 計 画 学 特 論 2 選択  30   貝 原 俊 也  

シ ス テ ム 運 用 論 2 〃 30    藤 井 信 忠  

シ ス テ ム 設 計 学 特 論 2 〃 30    多 田 幸 生  

分 布 シ ス テ ム 理 論 2 〃  30   南 部 隆 夫  

シ ス テ ム 数 理 特 論 2 〃  30   佐 野 英 樹  

応 用 数 学 特 論 2 〃 30    赤 木 剛 朗  

シ ス テ ム 構 造 特 論 2 〃  30   小 島 史 男  

計 算 理 論 2 〃  30   酒 井 拓 史  

情 報 数 学 特 論 2 〃 30    桔 梗 宏 孝  

数 理 論 理 学 特 論 2 〃 30    渕 野  昌  

数 理 統 計 学 特 論 2 〃  30   澤  正 憲  

集 合 論 特 論 2 〃  30   ブレンドル・ヤーグ  

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 特 論 2 〃 30    番 原 睦 則  

ア ル ゴ リ ズ ム 特 論 2 〃  30   大 川 剛 直  

ネットワークコンピューティング論 2 〃  30   太 田  能  

数 理 モ デ リ ン グ 論 2 〃 30    谷 口 隆 晴  

デ ー タ マ イ ニ ン グ 論 2 〃 30    上 原 邦 昭  

知 能 構 成 論 2 〃  30   未 定  

並 列 ア ル ゴ リ ズ ム 論 2 〃 30    横 川 三 津 夫  

大 規 模 ソ フ ト ウ ェ ア 論 2 〃 30    中 村 匡 秀  

情 報 可 視 化 論 2 〃 30    陰 山  聡  

計 算 ロ ボ テ ィ ク ス 論 2 〃 30    羅  志 偉  

数 値 計 算 特 論 2 〃  30   蛯 名 邦 禎  

数 式 処 理 特 論 2 〃 30    高橋  正 (非 )  

基 

礎 

科 

目 

計 算 物 理 化 学 2 〃  30   天 能 精 一 郎  

計 算 生 物 学 2 〃  30   
田 中 成 典 

藤 本 和 宏 
 

バ イ オ メ カ ニ ク ス 論 2 〃  30   未 定  

計 算 理 工 学 論 Ⅰ 2 〃 30    賀 谷 信 幸  

計 算 理 工 学 論 Ⅱ 2 〃  30   臼 井 英 之  

計 算 科 学 演 習 Ⅰ 1 〃 30    計算科学基礎講座教員  

計 算 科 学 演 習 Ⅱ 1 〃  30   計算科学創成講座教員  

計 算 科 学 概 論 2 〃 30    計 算 科 学 専 攻 教 員  

応 

用 

科 

目 

生 体 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 2 〃 30    

姫野龍太郎(非) 

横田秀夫 (非 ) 

大浪修一 (非 ) 

 

地 球 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 2 〃  30   

坪井誠司 (非 ) 

阪口  秀 (非 ) 

桑野  聡 (非 ) 

 

計 算 社 会 科 学 2 〃 30    萩 原 泰 治 ★ 

計 算 生 命 科 学 2 〃 30    未 定  

計 算 流 体 力 学 2 〃 30    林  公 祐  

計 算 材 料 学 2 〃 30    石 田 謙 司  

計 算 力 学 2 〃 30    屋 代 如 月  
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科

目 

区

分 

授業科目 
単
位
数 

 必修・ 

 選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 
備 

考 

１年次 ２年次 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

 計 算 惑 星 科 学 2 選択  30   松田卓也 (非 )  

応 

 

用 

 

科 

 

目 

大規模シミュレーション総論Ⅰ 2 〃 30    

中嶋隆人(非) 
富田浩文(非) 
小野謙二(非) 
今村俊幸(非) 
中村宜文(非) 
曽田繁利(非) 

 

大規模シミュレーション総論Ⅱ 2 〃  30   

中嶋隆人(非) 
富田浩文(非) 
小野謙二(非) 
今村俊幸(非) 
中村宜文(非) 
曽田繁利(非) 

 

＊ 超 並 列 ア ー キ テ ク チ ャ 論 2 選択必修 30    中島  浩 (非 )  

＊ＨＰＣビジュアリゼーション 2 〃 30    
伊達  進 (非 ) 

清川  清 (非 ) 
 

＊超並列ソフトウェア開発特論 2 〃  30   松本健一 (非 )  

＊ 超 並 列 処 理 特 論 2 〃 30    佐藤三久 (非 )  

＊ 社 会 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 2 〃 30    北  栄輔 (非 )  

 特 定 研 究 6 必修 15 15 15 30 各 教 員  

 ◎ 特 定 研 究 6 〃 30 45   各 教 員  

 （研究指導）         

（注）１ 授業科目の前の◎印は、在学期間が1年以上在学すれば足りるものと認められた者の科目で

ある。 

   ２ 授業科目の前の＊印は，他大学との協定講座科目である。 

   ３ 備考欄★印科目は、奇数年度開講科目である。 

 

【修了要件】 30単位以上 

 必  修：６単位 

 選択必修：２単位以上 

      なお，２単位を超える単位については，選択科目に算入することができる。 

 選  択：22単位以上 

      共通科目より６単位以上，基礎科目より６単位以上及び応用科目より８単位以上。 

      なお，他専攻及び他研究科の授業科目を合わせて２単位まで算入することができる。 
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授業科目開講予定一覧表 
 

（システム科学専攻） 

講  座 授 業 科 目 単位数 

必修 

選択 

の別 

授業時間数 

教  員 
１年次 ２年次 ３年次 

前
期 

後
期 

前
期 

後
期 

前
期 

後
期 

シ ス テ ム 基 盤 シ ス テ ム 基 盤 論 2 選択 30      

貝 原  俊 也 

藤 井  信 忠 

多 田  幸 生 

花 原  和 之 

的 場   修 

仁 田  功 一 

太 田  有 三 

増 淵   泉 

シ ス テ ム 創 成 シ ス テ ム 創 成 論 2 選択   30     

南 部  隆 夫 

赤 木  剛 朗 

佐 野  英 樹 

小 島  史 男 

小 林   太 

鳩 野  逸 生 

伴   好 弘 

応 用 シ ス テ ム システム科学応用論 2 選択   30    

鷲 見  和 彦 

田 中  健 一 

吉 河  章 二 

共   通 
特 定 研 究 6 必修       各  教  員 

（研究指導）          

 

各専攻共通           

科 目 の 種 類 授 業 科 目 単位数 

必修 

選択 

の別 

授業時間数 

教  員 
１年次 ２年次 ３年次 

前

期 

後 

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

各専攻共通科目 

先端融合科学特論Ⅱ－１ 2 選択        

先端融合科学特論Ⅱ－２ 2 〃        

先端融合科学特論Ⅱ－３ 2 〃        

先端融合科学特論Ⅱ－４ 2 〃        

先端融合科学特論Ⅱ－５ 2 〃        

 

【修了要件】10単位以上 

 必  修：６単位 

 選  択：４単位以上 

      先端融合科学特論Ⅱ，自専攻選択科目より修得すること。 

      なお，他専攻及び他研究科の授業科目を合わせて２単位まで算入することができる。 
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授業科目開講予定一覧表 

 
（情報科学専攻） 

講  座 授 業 科 目 単位数 

必修 

選択 

の別 

授業時間数 

教  員 
１年次 ２年次 ３年次 

前
期 

後
期 

前
期 

後
期 

前
期 

後
期 

情 報 基 礎 情 報 基 礎 特 論 2 選択 30      

酒 井  拓 史 

桔 梗  宏 孝 

渕 野   昌 

菊 池   誠 

ﾌﾞﾚﾝﾄﾞﾙﾔｰｸﾞ 

吉 本  雅 彦 

川 口   博 

田 村  直 之 

番 原  睦 則 

知 能 情 報 知 能 情 報 特 論 2 選択   30     

永 田   真 

鎌田 十三郎 

大 川  剛 直 

江 口  浩 二 

有 木  康 雄 

滝 口  哲 也 

玉 置   久 

太 田   能 

感性アートメディア 情 報 科 学 応 用 論 2 選択   30    

萩 田  紀 博 

石井カルロス寿憲 

西尾  修一 

共   通 
特 定 研 究 6 必修       各  教  員 

（研究指導）          

 

各専攻共通           

科 目 の 種 類 授 業 科 目 単位数 

必修 

選択 

の別 

授業時間数 

教   員 
１年次 ２年次 ３年次 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

各専攻共通科目 

先端融合科学特論Ⅱ－１ 2 選択        

先端融合科学特論Ⅱ－２ 2 〃        

先端融合科学特論Ⅱ－３ 2 〃        

先端融合科学特論Ⅱ－４ 2 〃        

先端融合科学特論Ⅱ－５ 2 〃        

 

【修了要件】10単位以上 

 必  修：６単位 

 選  択：４単位以上 

      先端融合科学特論Ⅱ，自専攻選択科目より修得すること。 

      なお，他専攻及び他研究科の授業科目を合わせて２単位まで算入することができる。 
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授業科目開講予定一覧表 

 
（計算科学専攻） 

講  座 授 業 科 目 単位数 

必修 

選択 

の別 

授業時間数 

教  員 
１年次 ２年次 ３年次 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

計 算 科 学 基 礎 計 算 科 学 基 礎 論 2 選択 30      

谷 口  隆 晴 

上 原  邦 昭 

横川 三津夫 

中 村  匡 秀 

陰 山   聡 

計 算 科 学 創 成 計 算 科 学 創 成 論 2 選択   30     

天能 精一郎 

田 中  成 典 

藤 本  和 宏 

羅   志 偉 

賀 谷  信 幸 

臼 井  英 之 

先 端 計 算 科 学 計算科学応用論Ⅰ 2 選択 30      

姫野 龍太郎 

横 田  秀 夫 

大 浪  修 一 

応 用 計 算 科 学 計算科学応用論Ⅱ 2 選択  30     

坪 井  誠 司 

阪 口   秀 

桑 野   聡 

大 規 模 計 算 科 学 大規模シミュレーション応用論  2 選択 30      

中 嶋  隆 人 

富 田  浩 文 

小 野  謙 二 

今 村  俊 幸 

中 村  宜 文 

曽 田  繁 利 

 計 算 科 学 演 習 Ⅲ 2 選択       全  教  員 

共   通 
特 定 研 究 6 必修       各  教  員 

（研究指導）          

 

各専攻共通           

科 目 の 種 類 授 業 科 目 単位数 

必修 

選択 

の別 

授業時間数 

教   員 
１年次 ２年次 ３年次 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

各専攻共通科目 

先端融合科学特論Ⅱ－１ 2 選択        

先端融合科学特論Ⅱ－２ 2 〃        

先端融合科学特論Ⅱ－３ 2 〃        

先端融合科学特論Ⅱ－４ 2 〃        

先端融合科学特論Ⅱ－５ 2 〃        

【修了要件】10単位以上 

 必  修：６単位 

 選  択：４単位以上 
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授業科目開講予定一覧表 
 

（計算科学専攻インテンシブコース） 

講  座 授 業 科 目 単位数 

必修 

選択 

の別 

授業時間数 

教  員 
備 

考 

１年次 ２年次 ３年次 

前
期 

後
期 

前
期 

後
期 

前
期 

後
期 

計算科学基礎 計 算 科 学 基 礎 論 2 選択 30      

谷 口  隆 晴 

上 原  邦 昭 

横川  三津夫 

中 村  匡 秀 

陰 山   聡 

 

計算科学創成 計 算 科 学 創 成 論 2 選択   30     

天能  精一郎 

田 中  成 典 

藤 本  和 宏 

羅   志 偉 

賀 谷  信 幸 

臼 井  英 之 

 

先端計算科学 計 算 科 学 応 用 論 Ⅰ 2 選択 30      

姫野  龍太郎 

横 田  秀 夫 

大 浪  修 一 

 

応用計算科学 計 算 科 学 応 用 論 Ⅱ 2 選択  30     

坪 井  誠 司 

阪 口   秀 

桑 野   聡 

 

大規模計算科学 大規模シミュレーション応用論  2 選択 30      

中 嶋  隆 人 

富 田  浩 文 

小 野  謙 二 

今 村  俊 幸 

中 村  宜 文 

曽 田  繁 利 

 

 計 算 科 学 演 習 Ⅲ 2 選択 30      全  教  員  

 複 雑 分 子 系 概 論 2 選択 30      林  重 彦 ※ 

 大規模数値ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ特論  2 選択 30      

菊 池   誠 

小田中 紳二 

降 籏  大 介 

※ 

 生体ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ特論 2 選択 30      

佐 藤  嘉 伸 

中 尾   恵 

佐 藤  哲 大 

※ 

 計 算 素 粒 子 特 論 2 選択 30      藏 増 嘉 伸 ※ 

 ﾃﾞｰﾀ統計処理と可視化 2 選択  30     古 橋   武 ※ 

共  通 
特 定 研 究 6 必修       各  教  員  

（研究指導）          

【修了要件】10単位以上 

 必  修：６単位 

 選  択：４単位以上 

      自専攻選択科目より修得すること。 

      備考※印科目は，他大学との協定講座科目である。 
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前に既に公表したときは，この限りではない。 

２ 前項の規定にかかわらず，博士の学位を授与された者は，やむを得ない理由がある場合には， 

当該教授会の承認を受けて，当該博士の学位の授与に係る論文の全文に代えてその内容を要約し 

たものを公表することができる。この場合において，本学は，その論文の全文を求めに応じて閲 

覧に供するものとする。  

３ 博士の学位を授与された者が行う前2項の規定による公表は，原則として神戸大学学術成果リ 

ポジトリの利用により行うものとする。 

 （専攻分野等の名称） 

第20条 学士の学位を授与するに当たっては，別表第1に掲げる専攻分野の名称を付記するものと

する。 

２ 修士又は博士の学位を授与するに当たっては，別表第 2に掲げる専攻分野の名称を付記するも 

のとする。 

３ 専門職学位の名称は，別表第 3に掲げるとおりとする。 

４ 別表第 4に掲げる学位プログラムを修了した者に修士の学位を授与するに当たっては，第 2項 

に規定する専攻分野の名称とともに，当該学位プログラムの名称を付記するものとする。 

 （学位の名称） 

第21条 本学において学位の授与を受けた者が，学位の名称を用いるときは，神戸大学の文字を付

記するものとする。 

 （修士及び博士の学位並びに専門職学位の取消し） 

第22条 修士若しくは博士の学位又は専門職学位を授与された者が，不正の方法により当該学位の

授与を受けた事実が判明したときは，学長は，当該教授会及び教育研究評議会の議を経て，その

学位を取り消し，学位記を返還させ，かつ，その旨を公表する。 

２ 修士若しくは博士の学位又は専門職学位を授与された者が，その名誉を汚す行為があったとき

は，前項の規定に準じてその学位を取り消すことができる。 

３ 教授会が前２項の規定による議決をする場合には，第15条第２項の規定を準用する。 

 （様  式） 

第23条 学位記，学位簿その他の様式は，別記様式のとおりとする。 

 （補  則） 

第24条 この規程の施行に必要な事項は，各学部又は各研究科においてこれを定める。 

 

附  則  

１ この規程は，平成 25年 4月 23 日から施行する。 

２ この規程による改正後の神戸大学学位規程（以下「新学位規程」という。）第 18 条の規定は，

平成 25 年 4 月 1 日以後に博士の学位を授与した場合について適用し，同日前に博士の学位を授

与した場合については，なお従前の例による。 

３ 新学位規程第 19 条の規定は，平成 25 年 4 月 1日以後に博士の学位を授与された者について

適用し，同日前に博士の学位を授与された者については，なお従前の例による。 

附  則 
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この規程は，平成 25 年 11 月 1日から施行する。 

別表第１（第20条第1項関係） 

    学士の学位に付記する専攻分野の名称 

学 部 名 等 専 攻分野の名称  

文学部 文学 

国際文化学部 国際文化学 

発達科学部 発達科学 

法学部 法学 

経済学部 経済学 

経営学部 経営学又は商学 

理学部 理学 

医学部医学科 医学 

医学部保健学科 看護学，保健衛生学又は保健学 

工学部 工学 

農学部 農学 

海事科学部 海事科学 
 

別表第２（第20条第2項関係）    

  修士又は博士の学位付記する専攻分野の名称 

研 究 科 名 
専 攻 分 野 の 名 称 

修士 博士 

人文学研究科 文学 文学又は学術 

国際文化学研究科 学術 学術 

人間発達環境学研究科 学術，教育学又は理学 学術，教育学又は理学 

法学研究科 法学又は政治学 法学又は政治学 

経済学研究科 経済学 経済学 

経営学研究科 経営学又は商学 経営学又は商学 

理学研究科 理学 理学又は学術 

医学研究科 バイオメディカルサイエンス 医学 

保健学研究科 保健学 保健学 

工学研究科 工学 工学又は学術 

システム情報学研究科 システム情報学又は工学 
システム情報学，工学，学

術又は計算科学 

農学研究科 農学 農学又は学術 

海事科学研究科 海事科学 海事科学，工学又は学術 

国際協力研究科 
国際学，経済学，法学又は政

治学 

学術，法学，政治学又は

経済学 
 

別表第３（第20条第3項関係）    

    専門職学位の名称 

研 究 科 名 専 攻分野の名称  

法学研究科 法務博士（専門職） 

経営学研究科 経営学修士（専門職） 

別表第４（第20条第4項関係）    

EUエキスパート人材養成プログラム 
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【博士課程後期課程】 

 神戸大学大学院システム情報学研究科は，博士課程後期課程において，前期課程での教育を更に

発展･深化させるとともに，自ら問題を設定・探求・解決できる高度な課題探求能力，新たな知

識・価値の創出に寄与する豊かな創造性と国際感覚を有する研究者・高等教育研究機関の教員・高

度専門職業人等を養成することを目指している。この目標達成に向け，本研究科では，教育課程を

通じて授与する学位に関して，国際的に卓越した教育を保証するため，以下の方針に従って当該学

位を授与する。 

                                                     

○ システム情報学研究科規則に定める修了に必要な所定の単位を取得し，博士論文に係る試 

   験および審査に合格する。 

 

○ 修了までに，本研究科学生が，本課程を通じて達成を目指す学習目標は次のとおりとする。 

   ・ 人間性 

豊かな教養と高い倫理性を身につけ，科学技術が社会へ及ぼす影響について理解し適切

に行動できる能力を備える。 

   ・ 創造性 

複眼的視野を有し自ら問題を設定・探求し，創造的に問題を解決する能力を備える。 

   ・ 国際性 

 国際社会において優れたコミュニケーション能力を発揮し，多様な文化・価値観の中で

個性を発揮する能力を備える。 

   ・ 専門性 

システム情報学分野の高度な専門知識と幅広い見識を持ち，当該分野において指導的役

割を担える技術者，研究者として，深い学識と高度で卓越した専門的能力を備える。 
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Ⅶ 学 生 生 活 の 案 内

Ⅶ

学
生
生
活
の
案
内
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Ⅷ 学 生 関 係 規 則

Ⅷ

学

生

関

係

規

則
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区   分 学生寮等の名称 寄 宿 料 

居室が単身用の場合 

白鴎寮 月額  5,900 円 

住吉寮，女子寮，国維寮，インターナシ

ョナル・レジデンス（単身室 床面積15

ｍ2未満） 

月額  18,000 円 

インターナショナル・レジデンス（単身

室 床面積15ｍ2以上） 
月額  21,000 円 

居室が世帯用の場合 

国際交流会館（夫婦室） 月額  9,500 円 

国際交流会館（家族室） 月額  11,900 円 

インターナショナル・レジデンス（夫婦

室） 
月額  45,000 円 

インターナショナル・レジデンス（家族

室） 
月額  49,000 円 

 

２ この条に定めるもののほか，寄宿料の額に関し必要な事項は，別に定める。 

 

附  則 

この規程は，平成26年４月１日から施行する。 
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Ⅸ

科
究

関
係
規
則
等

研
学
報
情
ム
テ
ス
シ

Ⅸ システム情報学研究科
関係規則等
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Ⅹ 神 戸 大 学 配 置 図 等

Ⅹ

神
戸
大
学
配
置
図
等
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３ 工学部・工学研究科・システム情報学研究科配置図 

 

 

 

工作技術 
センター 

都
市
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工事中 
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学 生 便 覧  2014 

 

 

神戸大学大学院システム情報学研究科 

 

〒657-8501 神戸市灘区六甲台町１－１ 

       (078)803-6350 
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